
AIのしくみと今後のセカイ



2025年は生成AI元年



今のAIの中心は 
LLM（大規模言語モデル）



LLMの仕組み
1．文章を「言葉のかたまり」に分ける

私は寿司が好きです 
↓ 

[私] [は] [寿司] [が] [好き] [です]



LLMの仕組み
2．「次に来る言葉」を予測する

私は寿司が　→

好き（45％） 
食べたい（30％） 
嫌い（5％） 
走る（0.0001％）



LLMの仕組み
3．これを 高速で何百回も繰り返して回答を作る

1. 一番「それっぽい」ものを選ぶ 
2. それを文章に追加 
3. また次を予測 



なぜ「賢く」見えるのか？

• とにかく大量の文章を学習している 

• 本 / Web / 論文 / 会話 / コード 

• 「こういう文脈では、こういう言葉が来やすい」というパターンを 
何兆回も見ている

ある種の確率論的なもの



AI業界のゲームチェンジャーは 
Transformer（トランスフォーマー）
「この文章の中で、どの言葉がどの言葉に関係しているか」を 
全部同時に見る仕組み

太郎は花子に本を渡した。彼は… 

【彼って誰？→太郎だよね】 
このような関係性の重み付け を自動で行う 



AIの学習方法
ひたすら（自分で作った）穴埋め問題を解かせる！

私は寿司が○○　→正解：【好き】

自作自演の問題を作り 
正解に辿り着くまで何億回も繰り返す



LLMの本質

•本当はなにも理解していない 
→感情も意識もなし、事実確認もしていない 
→「それっぽい文章を作るのが超うまい」だけ 

•超高度な「変換予測」マシン 
全人類の文章を丸暗記した超優秀な予測変換の究極進化版



AIの得意なこと
• 文章生成・言い換え・要約 
→「それっぽく書く」仕事は無双 
【メール文作成】【要点整理】など 

• プログラミング 
→コードは「パターンが強い」「文法に決まりがある」「データが大量」 
【よくあるパターン実装】【エラーの原因推測】【コード解説】など 

• 発想・ブレスト・壁打ち 
→正解がない、多様性が価値 
【アイデア出し】【命名案】など



AIの不得意なこと
• 事実の正確性 
→あくまで統計的な予測、検証の仕組みがない、学習データにより左右され
る 
【最新の仕様】【正確な料金】 

• 計算 
→「コトバの予測」であり実際には計算していない 
【複雑な計算】 

• 「知らない」を認める 
→知らないの概念が無い 
　空白を埋めるのが仕事なので「分からなくても何かは出す」



今後人間がやるべきこと
































